
ステルス戦闘機用レドームに関する研究

戦闘機のステルス化を追求するうえで必須となる低被探
知性を考慮※したレドームを実現するため、高出力レーダ等
による加熱への耐熱性や透過性に優れた材料の検討及びス
テルス形状に合わせた複雑形状技術について研究する。

ステルス性確保のためのレドーム複雑形状及びレドーム
形状に起因するレーダ探知性能の低下、広覆域化に伴う不
要波への対応等、将来戦闘機実現に向けた課題解決に本研
究の実施は必要不可欠である。
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※ F-35及びT-50のレドームの出典はインターネット及びジェーン年鑑

https://www.prnewswire.com/news-releases/general-dynamics-
awarded-24-million-f-35-lightning-ii-gun-system-contract-
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複雑形状技術

機体のステルス形状に合わせた
形状とする必要がある
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コア材 多層構造

将来戦闘機で想定される高出力レーダによる誘電加熱
及び高速時の空力加熱に耐えうる耐熱性を有する。
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電波適合性技術

レーダの高出力、広帯域及び広覆域化への対応
・レドームによるアンテナパターン崩れの補正
・高い透過率
・不要波による性能低下の低減

ESM: Electronic Support Measures (電子支援対策)
ECM: Electronic Counter Measures (電子対抗手段)


